
　令和7年度は、防災・減災、地域活性化、ライフステージに応じた施策、DX推進
による行政サービスの向上などを着実に進め、区政全般にわたる課題に積極的
に取り組むとともに、効率的な経費の執行に努めました。 
問財政課予算担当☎03-3647-1760 FAX03-3647-9345

一般会計
　一般会計の決算額は、前年度に比べ歳入が4.8％の増、歳出が4.4％の増とな
りました。内訳は、図1・図2のとおりです。
特別会計
　区には、一般会計のほかに3つの特別会計があります。各会計の決算状況に
ついては、下表をご覧ください。
区財政の状況
　特別区税などの使い道が特定されない収入に対する人件費・扶助費などの
固定的な支出の割合を経常収支比率といい、一般的に70～80％が適正水準と
されています。令和7年度は、前年度から横ばいの73.1％となり、12年連続で
適正水準の範囲内となりました。
　また、使い道が特定されない収入に対する借金の返済額の割合を公債費負
担比率といい、令和7年度は1.1％と低い水準を維持しています。
　その他、区の借金である特別区債の残高が約304億円であるのに対し、区の
貯金である基金のうち、必要なときに取り崩して使う特定目的基金の残高は
約2,217億円と、貯金が借金を大きく上回っています。

令和7年度あなたが納めた税の使い道（1万円換算）
　令和7年度一般会計決算を1万円に換算して目的別に表にしたものです。

令和7年度決算のあらまし令和7年度決算のあらまし

歳入
特別区交付金…都区財政調整制度
に基づいて交付されたお金
特別区税…特別区民税、特別区たば
こ税、軽自動車税、入湯税
国庫支出金…区の仕事に対して国
から交付されたお金
都支出金…区の仕事に対して都か
ら交付されたお金
繰入金…特定目的基金などを取り
崩して活用したお金
特別区債…公共施設の整備・改修な
どのための借入

歳出
民生費…高齢者や子育て支援など
福祉に要した経費
教育費…学校教育や図書館の運営
などに要した経費
総務費…防災対策や地域振興、庁舎
管理などに要した経費
衛生費…健康増進や公衆衛生、環境
対策、清掃事業などに要した経費
土木費…道路・公園の整備やまちづ
くりなどに要した経費
公債費…特別区債の償還に要した
経費

令和7年度 各会計歳入歳出決算状況
区　分 一般会計 国民健康保険会計 介護保険会計 後期高齢者医療会計

Ａ 歳入・歳出
予算現額 2,949億4,911万6千円 466億200万円 434億7,700万円 136億9,000万円

Ｂ 収入済額
（収入率Ｂ/Ａ×100）

2,825億8,484万6千円
（95.8％）

456億4,278万6千円
（97.9％）

417億8,997万2千円
（96.1％）

136億5,219万7千円
（99.7％）

Ｃ 支出済額
（執行率Ｃ/Ａ×100）

2,735億7,766万円
（92.8％）

444億4,967万7千円
（95.4％）

408億1,124万8千円
（93.9％）

135億1,850万7千円
（98.7％）

Ｄ 差引残額
（形式収支Ｂ-Ｃ） 90億718万6千円 11億9,310万9千円 9億7,872万4千円 1億3,369万円

Ｅ 翌年度へ繰り
越すべき財源 18億1,069万3千円

実質収支
（Ｄ-Ｅ） 71億9,649万3千円 11億9,310万9千円 9億7,872万4千円 1億3,369万円

保育所運営や
子育て支援に

高齢者・
障害者福祉に

学校教育や
図書館に

地域振興や
スポーツ振興に

健康増進や
環境対策・清掃に

道路・公園、
まちづくりに

2,329円 1,934円 1,819円 1,724円 715円 616円

商工業・
観光振興に 区債の償還に 防災対策に 議会運営に 介護保険の

資金などに

126円 75円 43円 29円 590円

図１.令和7年度一般会計歳入決算内訳 図2.令和7年度一般会計歳出決算内訳

特別区税
687億
5,967万2千円 
（24.3%）

国庫支出金
459億
3,910万2千円 
（16.3%）

　都支出金 312億842万4千円 （11.0%）
　　繰入金 147億5,129万1千円 （5.2%）
　特別区債   25億5,100万円 （0.9%）
　　その他 409億5,509万3千円 （14.5%）

衛生費   195億7,425万4千円 （7.1%）
土木費   168億5,456万9千円 （6.2%）
公債費     20億5,409万3千円 （0.7%）
その他   203億5,640万4千円 （7.5%）

特別区交付金
784億
2,026万4千円
（27.8%）

総額
2,825億

8,484万6千円
（100.0%）

総額
2,735億
7,766万円
（100.0%）

民生費
1,166億
4,168万8千円
（42.6%）

教育費
497億
6,797万9千円
（18.2%）

総務費
483億
2,867万3千円
（17.7%）
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令和7年度決算に基づく健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―％（11.25％） ―％（16.25％） △1.3％（25.0％） ―％（350.0％）

※実質赤字比率および連結実質赤字比率は赤字額がないため、将来負担比率は実質的な将来負担がない
ため「―％」となっています
※（  ）内は早期健全化基準で、この数値を上回ると財政健全化計画の策定など、自主的な改善努力が必要
となります

【実質赤字比率】一般会計の赤字の程度によって、財政運営の深刻度を示す指標
【連結実質赤字比率】全会計の赤字の程度によって、地方公共団体としての財政運営の深刻度を示す指標
【実質公債費比率】借入金の返済額およびこれに準じる額の程度によって、資金繰りの危険度を示す指標
【将来負担比率】将来負担すべき実質的な負債等の程度によって、将来の財政負担の大きさを示す指標　

令和7年度決算に基づく健全化判断比率
　健全化判断比率は、財政の健全性、透明性を確保するための一つの指標であ
り、区民の皆さんに区の財政状況について情報提供するものです。令和7年度
決算に基づく区の健全化判断比率は、下表のとおりで、すべての指標が、財政
健全化が必要とされる基準を大きく下回っており、区財政は健全な状態であ
るといえます。

悠々フェスティバル
フレイル予防講座やe-スポーツ、ちぎり絵の体験コーナーなど福祉会館で人気の講座を体験しよう

　高齢者の方を対象に各福祉会館で行っている軽スポーツ、歌、輪踊
りなどを1日で体験できるイベントです。福祉会館を利用したこと
がない方もこの機会に体験してみませんか。

日11月8日㈰10：00〜15：30
場総合区民センター　対区内在住の方　申当日直接会場へ
問東陽福祉会館☎03-3647-8180 FAX03-3647-8129
　亀戸福祉会館☎03-3685-8208 FAX03-3683-4851

※休憩場所は6階第1会議室・第2研修室

シニア

時間 場所 イベント
10：00～10：30

2階
レクホール

開会式
10：30～11：45 シニアヨガ
13：00～14：00 うたの広場
14：15～15：15 輪踊り
15：15～15：30 閉会式

10：30～15：00
2階

展示ホール

スポーツチャレンジコーナー
（e-スポーツ、バッゴー）

10：30～15：00 ちぎり絵体験コーナー
10：30～15：00 作品展示コーナー

10：30～11：45
3階

第1研修室

フレイル予防講座「膝痛予防と改善」
定20人（先着順） 申10：00から直接会場で

13：00～14：15 フレイル予防講座「腰痛予防と改善」
定20人（先着順） 申12：30から直接会場で
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